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方をこまかに検討することによって，施設（空間）と利
はじめに 用者の生活・行動との関係を明らかにする手法が広く用
いられているが，これと共に，建築計画の分野でも，住
地域施設計画に関する研究には，個々の施設の使われ 民側から各種の施設・機能に対応する研究も行われてお
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り，その蓄積も増えてきている。
これらの地域施設に関する研究の対象は，従来，公共
的関与の大きい施設が主であり， したがって，施設とし
ては学校・幼稚園・保育所・医院・病院・老人憩いの家
・図書館等か，又生活・行動の把渥も，教育・福祉・医
療等の分野を中心に研究が行われることが多かった。
当然ではあるが，地域における住生活を好ましい状態
に保つためには，購買・レジャー等，主に民間にその設
置が委ねられることの多い施設・機能についても，充分
整備されることが必要であり，そのための計画論をさら
に検討充実させてゆく必要があることはいうまでもな
L、。
今回われわれが行なった1朔盆の目的は，これらの地減
施g没の計画を行うための A助にすべく，一石地域を対象
に，それらの生活・行動を追跡検討することにあった
が，それと共に， J ツシ L法を用いて，これらのニード
を空間的にとりあっかう子法を検討しようとした。
調査対象としては，｛七宅地および中小企業のl部住混合
地をもっ文京区をえらび， 徒歩圏として考えられる 500
mの区域にメッシュをかけて対象者を抽出し，日常的な
購買等にかかわる主な生活行動と，その施設利用分布を
調査し，又成人の余暇活動を，その行動と場所について
調査した。そして，対象地区についての地域性をしめす
と考えられる属性を検討しこれらの結果と，上記生活
行動のパターンとを対応させて分析する。
結果は， 3つの章に分けて報告するが，第1章には，
調査概要として，対象地区の特性をのベ，つづいて第2
章には，購買の日常的行動の状況，施設利用分布とその
スケーノレ，外出ノレートとそれらの関係などを中心に分析
した結果をまとめ，第3章では，余暇活動の行動パター
ン，活動内容・頻度・種目，施設利用状況の調査結果を
まとめた。
I 調査概要
I-1 対象地区の選定と一般的状況
文京区が他の地域にくらべ，どの様な位置にあるかに
ついては，その概略を前述したが，ここでは先ず文京区
の中にどのような特色をもった地域があり，調査対象の
地域がどのような地域として位置付けられるかを述べて
みたし、。地域の特色を把握するために，今回は①人口密
度，②家屋密度，③所得，④産業別就業者構成，⑤商工
業施設分布，⑥学校・公園施設分布，⑦交通体系等の観
点から地域的に考察していった。以下それぞれについて
述べてみたいと思う。
⑧ 人口密度分布
昭和43年1月現在，東京都23区の中で， 21,090人と第
8位となっている。そして文京区の町・丁目別の人口密
度についてもその地域的較差が極めて大きく，昭和43年
1月1日現在， 後楽1丁目（975人）が最低を，根津2
丁目（49,900人）が最高を示している。この傾向は新住
居表示制度実施後「町」の広域化とともに「町・丁目別
人口密度Jも平均化する傾向を示すに致ったが，一般に
文京区においてはその人口密度は本郷地区が大きく，小
石川地区が小さいという傾向がある。そしてなおこの傾
向は昭和35年と昭和43年とを比較しても，さして大きな
変化はない状態である。
（ゆ家屋密度分布
家同省度分布をみると，文京区においては著しい地域
差のあることがわかる。文京阪の両側に位置する旧小石
川地Kよりも平く都1]j形成がなされた東側の旧本郷地区
の方が家屋密度は高い。特に鹿染川流域にある千駄木地
区は家屋の密集度が高く，商業，工業，住宅などの諸機
能が混在した状態になっている。旧小石川地区は大塚5
r日，小石川 1丁目等を除けば家屋密集度は低く，旧本
郷地区よりも住宅地，文教地的性格が強し、。とくに南部
の小日向，関口， 目白台地区は理想的な居住環境をもっ
地域であると言える。なお旧本郷地区には北部に寺院地
区があり，南部には東京でも代表的な住宅地として西片
地区がある。ここは根津2丁目周辺と対称的であり，ゆ
ったりした家屋配置と家屋単位が大きいことが特色であ
る。
⑥ 所得者分布
文京区内の経済的地域格差を所得額によってみると，
区内における年収200万円以と（昭和38年）の高額所得
者数＊は23区のうち第12位であるが，その地域的分布をみ
ると，凶Jl・，大塚2' 3丁目などの住宅街に比較的密集
していると言える。
半年収200万円以上の所得者で，昭和37年1月～12月迄
の総所得額を，昭和38年3月に確定した者の数。従っ
て，源泉徴収を受けている給与所得者は含まれていな
いが，その他の所得，配当所得，不動産所得等が，年
間5万円以上あり申告をした者は含まれる。
⑮ 産業別就業者構成
文京区でとくにめだった産業は，印刷，製本業とこれ
に関連した諸産業や，医療器械の製造販売業とである。
これらの産業は全国的に有名なものである一方，東京大
学付近の旅館へは全国から修学旅行団が来泊し，また新
古書店街としても知られている。ちなみに建設業，製造
業を中心とした第2次産業就業者を町・丁目別にみる
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と，小石川地区の「印刷・製本のまちJに圧倒的に集中
している。また産業別就業者の人口比率（国勢調査昭和
40年度）をみると，就業者比率の高い地区は小石川，白
山を中心とした工業地区で，零細，中小企業の多い出版
印刷業の集中地区とも一致する。そしてその地域は江戸
川低地帯の西部から音羽方面に伸びてし、る。一方商業に
関しては，湯島を中心に高い就業者比率を占めてるが，
局部的な状況であり，小石川地区では低L、。住宅地的性
格の強い地区としては，本郷，向山，西片，小日向の各
地があげられる。
⑥ 商・工業施設分布
先ず商店街の分布をみると，商店街は谷間部に形成さ
れている場合が多く，区内の東部，南部に集中してい
る。根津から上富士町にかけての商店街は，下町的な情
緒の深い通りと言えよう。一方住宅地に発生した商店街
は日常生活品を中心とした山の手台地にみられる商店街
の雰囲気に類似している。図1-(1〕ー① 次に文京区内に
分布する商店街の地域絡差をみるために，商店街に含ま
れる業種構成に占める買回り品店の比率をもとに，それ
ぞれの商店街にA, B, Cとランク付けしてみると，文
京区内の住宅地域を背景とした各地域ごとの商店街はC
句＂ゎx
クラスのものといえよう。図1-(2）昨②
次に工業施設について文京区の状況を業種別にかつ地
域的にみることにする。文京区の工業は都市的工業であ
る出版印刷，医療用・理化学用器材，彫刻関係，外衣な
どの縫製を中心とした中小・零細工業の巨大な集団に特
色があることは前述したが，それらの集団群が地域的に
どのように分布しているかを若干述べてみたい。第1に
「出版印制業」は文京区全域に分布しているが，中でも
その核心は関口 1丁目，白山 1, 2, 3丁目と小石川全
域，後楽2丁目の3地区にあり，これらの地区では他に
関連ある業種が総合的に発達している。そして特に白山
2丁目，小石川3丁目を中心とする地域に集中している
と言える。これらのほか，出版関係では本郷地区に集中
している。第2として「医療用，理化学用機器製造業」
は本郷2, 3丁目及び湯島2丁目を核心として局部的集
中を示している。この地区は金属製彫刻，家具にも関連
をもっており特色ある地域を形成している。また全国的
にみてもこの地区は工場の集中している地域と考えられ
ている。第3として「外衣縫製業Jが考えられるが，こ
れは文京区でも人口の集中した千駄木，根津を中心とし
て，本駒込の東南部，向ケ丘，本郷までのびている。こ
れは問屋の下請加工の形態をとるために，問屋の集中す
・＝－国電
ーーー都 電
一ー文京区界
唱＝ E商違加入商店街
国1ー（1）ー①東京都文京区商店街配置図赤羽幸雄「商店立地の知識」による
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図1一（1)一②文京区の主要商店街の業種構成
A：貿廻り品店が30%以上、 B20～29%、C19%.以下
る台東区に近い地域に集中してい
る。第4として「彫刻，装身具関連
業」は千駄木を中心としており，前
述の外衣縫製を含めて家内工業的色
彩の強い地域と言える。
⑦ 学校・公園施設分布
東
京
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野・v
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文京区内における学校施設の分布
はほぼ全域にわたっておりその数も
比較的多し、。とくに東南部の後楽，
春日，湯島地区，大塚地区，本郷地
・・W 占整
春宵
9 国大
o7 寺
区などに多L、。
次に公園，緑地の分布をみると，
区内に平均して分布しており，それ
ぞれが広々とした感じを与えてい
る。（図中において算用数字は公園，
アノレファベットは児童遊園を示して
． φ~：－－可
13 ~屯2 ・10判出：；.＞
・P ~19 411 
q・s •b 
富市・4
践瑚
・1 ・h
.n 
i;>2 
いる。〉図1べ1）ー③
参考として文京区内における貸ピ 図 I-(1)ー ＠緑地・公園・遊園地の分布図
ノレの設置件数を昭和35年の状況と比較すると，当時の10 地域としては千代田・台東両区の業務管理地区に隣接し
倍以上の件数に達している。貸ピノレ件数が著しく伸びた た本郷付近，地下鉄丸の内線に沿った春日通り一帯の地
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⑧交通体系
文京区における交通網を一見すると，まず
気付くのは代表的な大量交通機関である国電
が区域に存在しないことである。他に練馬，
世田谷の2区が同様の状況にあるが，東京都
区部では特異な存在であると言える。したが
って文京区においては，国電は中心的交通機
関ではなく，住民の大部分は交通手段として
，国電を利用するとしても，地下鉄・パス等
を第一義的に利用していると考えられる。ち
なみに国鉄・地下鉄の利用状況を見ると，都
心に近いお茶の水，水道橋，飯田橋，御徒
町，上野の各駅での乗降客数は多く，都心よ
り速い駒込，巣鴨，大塚でのそれは少なし、。
とくに御茶の水，上野の両駅では極めて多
い。一方パス交通に関しては区内で系統が運
行されているが，御茶の水から本郷4丁目を
とおり東大農学部までの路線と江戸川橋から
；‘）1 
’＊＇；畠
音羽1丁目までの路線及び白山通りの小石川
i 図 1ー（1）一④
1丁目から白山上までの路線とに集中してお
国電・地下鉄のijユ問釆車人員（Il時1140lf蜘Ii交通行餓より）
国 E圃『国電
＃件特仲地下鉄
一ーー 一・概 ’E 
－ーー 四ー，e zζ 
ーー 田ー・主要道路
。 so.
』ー ・ーー ・咽
図1ー（1）一⑤文京区の交通網
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り，交通の利便性に地域的なかたよりがみられる。図1
(1〕一④，図1-(1）ー⑤）
以上文京区の状況を幾つかの観点から地域別に見たわ
けであるが，これらを基礎に文京区の特色を幾っか箇条
的に述べてみよう。
④ 家屋密集（人口高密）地域
・・…・・・根津2丁目， 千駄木4丁目
⑧ 高級住宅地域（高額所得者居住，家屋密度の低い
地域）
…・…・・西片， 大塚2丁目， （本郷）
事住宅地としてはほかに，本郷，向山，小日向地区
があげられる。
⑥ 業務地域（貸ヒソレ建設の進んで‘いる地区）
－－…本郷，春日通沿線地区（湯島等）
⑨ 出版印刷業の集中地域
……・関口 1丁目，白山1' 2' 3丁目，小石
川全域，後楽2丁目
＊特に集中している地域は白山2丁目，小石川 3丁
目であり，共同印刷，講談社，凸版印刷の3
大工場，企業を中心とした零細製本業者が集中し
ている。
⑥ 医療，理化学用機器業の集中地域
…本郷2, 3丁目，湯島2丁目
ホこの地域は金属製彫刻，家具にも関連をもって主主
り，特色ある地域である。
本全国的にも工場の多い地域である。
＠ 外衣縫製，装身具，彫刻関連業の集中地域
－－－千駄木，根津，本駒込の東南部。
キ豊かな労働者をもった地域であり，零細規模の家
内工業的色彩に特色がある。
以上のように文京区の特色を地域を対応させながらみ
たわけであるが，これらの中で今回は小石川地区（小石
川 l, 3丁目，白山2丁目）と本郷地区（本郷2' 3丁
目，湯島2丁目）とを調査対象地区として選定し，その
周辺地域に関する調査を行なった。次にこの調査対象地
区に関して簡単にその概要を述べることにしたし、。
(1) 小石川地区
人口密度は1平方キロメートルあたり 2～4万人に達
する地域で文京区の平均よりも上廻っており，小石川2
丁目は文京区内ではかなり密集した地域である。また所
得水準は左程高くはなし、。地域の業種構成には特色があ
り，出版印刷業が，共同印刷，講談社，凸版印刷の3大
工場を中心として全国的にも重要な位置を占めており，
零細製本業者の集中地域となっている。商店街も柳町す
ずらん通り，伝通院通りと付近にあり，かなり便利であ
ると考えられる。また駅あるいは他区への交通機関はパ
ス利用が最も近い。
τ？本郷地区
人口密度は，小石川地区よりも 1ランク低く， 1平方
キロメートノレあたり l～3万人程度の地域で文京区の平
均的地域として考えられる。家屋密度は本郷2丁目が多
少高くなっているが，それ程目立った地域で、はなし、。た
だ小石川地区にくらべ，高額所得者が全域的にみられる
ことは大きな特色である。また地域の業種構成をみると
本郷2, 3丁目が医療・理化学用機器業の集中している
地域であり，全国的にみても工場数の多い地域として知
られている。そしてさらに湯島2丁目を中心に業務（商
業）地域としても特色ある地域と考えられる。商店街へ
の便利さは小石川地区程ではなく，地下鉄・本郷3丁目
周辺にのみ集中しており，調査地区内には目立った商店
街はほとんどみられなし、。また通勤等外出のための交通
機関は小石川地区よりも便利で，地下鉄・国電，さらに
はパスの選択もかなり自由であると考えられる。
I-2 調査内容とその位置付け
今回の調査は前項でも述べたように，地域居住者が居
住している自宅周辺地域内で如何に行動しているかを分
析する中から，それぞれの地域のもっている特性を把渥
していこうとするのが第lの目的で，その試行的段階で
あると考える。つまり地域居住者の生活行動とその行動
する地域との特性をコネクトするものがあるのか，ある
とすればそれは何なのかとし、う疑問を素直に持ち出した
のが今回の調査であると考えている。
このような観点、から以下に報告する順に従ってそれぞ
れの調査内移とそれのもつ意味について簡単に述べてみ
たし、と思う。
（司 先ず調査の対象となる地域居住者がどのような性
格を持っているのかを，属する世帯の家族型，家族構
成員数，さらに各個人の年令，性別，職業等から位置
付け，これらと前項で述べた調査対象地区の特性とを
対応させながら母集団を位置付けてし、く。
(b) 次にそれら特性をもった地域に居住する母集団が
日常の生活の中でどの様なことをどの程度やっている
のか，つまり地域周辺行動の状況について全般的に把
握することが必要である。すべてに渡って言えること
だが，単に行動状況をとらえるのではなし属する地
域の特性がどのように影響を与えているかを考察し地
域比較を行なうことを目的としていることを明記して
おきたし、。したがって今回調査したのは2地域である
が，それぞれの地域で何故そうなっているのかという
っきつめ方をしている。
(C) (b）に属する内容であるが，それら地域周辺行動を
フィジカノレにとらえるために，その尺度に各住戸と行
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動場所までの距離を用い，地域内において，如何なる
理由で施設を選択し利用しているのかを地域の性格
を検討することで分析してみた。
ω） 次に地域居住者が周辺地域ではどの程度の広がり
を持って行動しているかを利用施設を地図上にプロッ
トすることで検討した。次に地域居住者が周辺地域で
どの程度の広がりを持って行動しているかを利用施設
を地図上にプロットすることで検討した。行動範囲の
面積比較，形の比較等がここでの試みであるが， 従
来，施設を中心とした利用圏域の研究等との対応で考
えて行けたらと考えている。
(e) 次に居住地周辺における外出ルートについて検討
を加えた。詳しい分析方法は後述することになるが，
ここではその概略を述べることにする。外出ノレートと
しては通勤，通学，買物等が考えられるが，周辺地域
内を実際に歩く状況をとらえ，その状況を歩行距離，
周辺地域の道路状況，交通機関等から分析することに
よって外出ノレート（選択ルートと言ってもよし、）はど
のような状況におかれるのかを比較検討したのであ
る。
(f) ここでは（d), （巴）を対応させ，地域周辺行動と外出
ノレートがどのような関連をもつのかについて比較検討し
たのである。ここでは例えば通勤ノレートと地域周辺行動
とがなんらかの関連をもっているのかというような疑問
に答えるものと考えている。
(f) 最后に今までは周辺地域に密着してそこに派生する
行為について検討を加えようとしてきたのであるが，
一方周辺地域から離れて，あるいは周辺地域内で余暇
活動として考えられるものを抽出，選別し，それらか
ら一般的傾向，階層別傾向，活動頻度をはじめ，活動
タイプ。のパターン化等を2地区比較する中で，地域的
な傾向がどの様にあらわれてきているかを検討したの
である。
以上が今回の概略であるが以下調査概要を述べ調査結
果を順を追って報告してし、く。
I-3 鯛査時期と鯛査豪の回収
今回の調査は昭和45年8月に行ないほぼ1ヶ月を要し
ている。
また調査票の回収は大学院生相当の人と共に行ない，
1軒の家に2' 3度行くことは普通であった。今回の調
査地域に描いたメッシュの交点は，小石川地区16X18= 
288，本郷地区16X16=256あるが，学校，道路，寺，神
社等の地区特性を考慮すると，実際に調査できる世帯の
居住している交点の数は，小石川地区175，本郷地区194
という状況である。
調査はこれらの交点に該当する世帯の家族構成員に行
ない，その回収世帯数を示すと，表 1ー（3）ー①に示す如
く，小石川地区 113世帯，本郷地区63世帯である。以下回
収世帯の家族構成について表1 (3ト②に示しておく。
本郷地区において回収率が極端に低いのは，調査予定筒
所に地域居住者がおらず，地区外居住者が多かったため
であり，前述の地区特性からみてもいたしかたない状況
である。
表1ー（3ト①世帯調査の回収状況
｜ 小石川地区 l本郷地区
調査地区
（…｜ 
256 
メッシュ交点数 (16x16) 
調査調地査可区能交点数
194 
(60.8%) 〔75.8%)
調査回収世帯数 (64. 0%) (3~~5世%帯〉
全一C5~＼）［co~8)1C3~~ 3)1C5~ 
一部酪i♂6)
回答者数 1(3~~：〕［c5.
i;11~s1 揖婦（無職［就；  （；J ： 計
全部町安o)lci. 安o)I
一部叫3~~6〕i到(1§~5〕｜〈仰~~7)1(3. f ）＼（ふ
回答者数｜（利
I-4 調査地域居住者について
ここでは調査回収によって得られた世帯（家族）につ
いて，その位置付けをすべく家族型，家族人数，職業構
成等について以下簡単に述べてみることにする。
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(a) 家族型
家族型については，表1 (4）ー ①に示したが， C’，
あるいはC，つまり「夫婦に子供のいる世帯」あるいは
「子供のいない世帯」がほとんどで，小石川地区では
C’及びCで69%を占め，本郷地医はC’及びCで44%,
さらに単身者による世帯が18%とし、う状況である。また
参考に調査地域にメッシュをかけ世帯別に家族型を示し
た。図 1 (4) ①，図 l (4ト②以下同様に表現してい
った。 （無印は，回答者の位置て‘ある。）
(b) 家族構成員数
家族構成員数を表 1ー（4）ー②に示したが，小石川地区
の方が世帯あたりの家族議成員数は多く4.18人／世帯，本
郷地区は3.35人／世帯であった。（図1 (4）ー ③，図 1-
(4）④）小石川地医は全国平均をと廻った構成員数を示
している。
(C) 世帯あたり有職者数
世帯あたり有職者数は表1-4ー ③のようになるが，
平均すると小石川地医 1.31人世帯，本郷地区 1.36人／世
帯となる。また女子についてみるとほとんどが，居住し
たとしても世帯あたり 1人である。（図 lー（4）⑤，図
1ー（4）ー⑥）
なお女子の勤労者が居住する世帯は全住戸に対して，
小石川地医46世帯（40.7%），本郷地区19世帯（30.2%) 
となっている。本郷3丁目は湯島3丁目と同様女子の
「住み込みjの多い所であるが，調査回収の状況からは
その傾向が表われていない。 （図 1ー（4）ー ⑦，図 1ーは）
⑧ー）
(d) 職業別就労状況
職業別就労状況を図 1ー（4）ー⑨～⑫に示したが，それ
によると，小石川地区ではサービス関連の業務に就労し
ている比率が40%弱，次いで生産加工関連業にたすーさわ
っている比率は20%とこれも印刷製本業に従事している
人の集中している小石川地区らしい分布をしている。一
方本郷地区で、は加工，販売，サーヒ、ス業務に従事してい
る人はそれぞれ16.7%, 13. 1%, 14. 3%となっている。
本郷周辺は医療機器等の製造業及び業務地域として発達
しており，ほぼ代表していると言える。
（巴） 職種別就労状況
職種別に就労状況をみると，小石川地区は圧倒的に会
社員が多く，中て‘も技術的職業に従事する人が多L、。こ
れは印刷，出版，製本等の技術的な部門に従事している
為と考えられる。一方本郷地区は会社員のうちでも管理
的，事務的なものにかたよっており，小石川地区よりは
一般的な構成をしていると言える。また白営業も10世帯
近く肘住している。 （凶 1ー（4）ー ⑬，図 1ー（4）ー＠）
さらに就学者について述べると，世帯あたり就学者数
は，小石川地区55世帯（40.7%），本郷地区32世帯（50.
8%）となっている。年令別にみると， 小石川地区は，
小中学生の方が少く，本郷地区は小中学生の方が多くな
ってしるO 男女比をみると，文京区全体で男子が57%を
占めており，ほぼ似た状況を示している。 （表 1ー（4）ー
④，図 1ー（4ト⑮，図 1 (4）⑮） 
同様に無職者の状況をみると，小石川地区6.1%，本
郷地区8.1%とほぼ4～4.5世帯にl人の割合で居住して
し、る。（図 1 (4ト⑫，図 1 (4）ー⑬）
(f) 年令構成
文京区全体の構成分布図を図 1ー（4）ー ⑮に示したが，
小石川地医に比較的分布が似ていると言える。なお本郷
地区の場合，回収率が低いことも作用して確かな事は言
い難し、。
ぼ） 勤労者の勤務先規模
表ー lー（4) に⑤地区別に示したが，小石川地区は比
較的大規模な企業に勤めている人が多いが， 3人以下の
企業も存在し，多様な構成となっている。これは出版・
製本等下請的企業も多く，その場合3人以下で経営して
いるものと考えられる。一方本郷地区は第2項で述べた
ように高額所得者が比較的居住していることからも裏付
けられるが，大企業へ勤めている人も小石川地区と同様
多く居住する。一方， 3人以下の小企業へ勤めている人
も多く，注目すべきと考える。多分これは医療機器等の
下請け企業で構成されているためであろう。
最後に調査地区の位置とアンケートの対象となった地
域を図 1-(4）一＠，図 1ー（4）⑧に示しておく。
表 1 (4）ー① 家族型
宇］ 竺一｜十石川地函本郷地区
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n 地域周辺行動の地域的特性
地域によって諸々の状況おにかれている生活関連施設
に関して，周辺地域に居住する住民がどのようにこれを
利用しているかという観点から，施設のおかれた地域の
性格を明確にしていくことは前節で述べたが，この節で
は調査対象の2地区の中から，①クリーニング店，②書
籍文具店， ③薬局， ④日用品を扱う商店（商店街〉，⑤
医院（診療所等〕，⑥郵便局（郵便ポストも含む〉，⑦理
髪店，⑧公衆浴場，⑨タパコ販売店（自動販売機も含む〕
の9施設に関連する行動と，施設としては特別明記しな
かったが，⑩として散歩行動とを含めて10の生活行動に
関して調査した結果を示したい。先ず第lにこれらの行
為がそれぞれの地域の状況を加味した状態でどの程度行
なわれているのかということについて考察を加え，さら
にそれらの施設までの利用距離等に関連して若干の考察
を加えることとする。参考までに調査地区，小石川，本
郷の地区におけるの施設についてその分布状況を図 2ー
(2）ー ① ④～図 2ー（2）ー ⑨ー ＠に示した。
11-1 地域周辺行動の状況
(a) 地域周辺行動の有無
先ず諸々の生活行動を，階層別に勤労者，就学者，無
職者と大別しそれぞれ比較考察を加えた。 （表ー 2ー（1)
①） 2地区を比較した場合，概して勤労者階層において
は小石川地区の方が外出する機会が少なし、。これは回答
数の多少によることも考えられるが，他に考えられるこ
とは，小石川地区の場合，調査地区内に該当する施設が
少ないこと，さらには，小石川地区は出版製本業を営む
ケースが多く，かっ零細・中小企業であるため，自由に
なる時間の少ないことにも原因していると思われる。そ
の反而，単身者の傾向を比較すると， 薬局， 買物， 郵
便，タパコに関連する行為は小石川地区の方が多くみら
れる。このことは無職者（主婦を含めている）をみる
と，やはり小石川地区の方が出かける機会は少ないとい
うことから子供が親に変って使いに出る機会が多いこと
を示しているのではなし、かと考えられる。
次にそれで、は勤労者についてもう少し詳しく考察して
みたいと思う。勤労者を男子と女子とに分けてみたのが
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行なっている行為をあげると，クリーニング店，書籍文
具店，理髪店，公衆浴場，タパコに関連しており，勤労
者のうちでも比較的行動的な階層であると恩われる。
次に無職者についてみると，無職者の場合医院，公衆
浴場，タバコに関連のある行為は小石川の方が多くなっ
ているが，相対的には本郷地区の方が多L、。また主婦と
もなると， クリーニング店，薬局，買物に関する行為は
2地区とも同じ程度の比率を占めて高いが，やはり無職
者全体をみると本郷地区の方が外出は多いと言える。表
2 (1）ー④）
最後に就学者についてであるが，タパコに関する行為
は高校生以下は成人しておらず，表にはのせたが，統計
的な意味を持っていない。やはり全体的傾向としては小
石川地区の方が活発であり，地域のもつ生活パターンが
大きく影響していると考えられる。 （表ー 2ー（1）ー⑤〉
次に施設の利用に閲して，考察を加えると，書籍文具
店に関する行為は小石川地区の勤労者，無職者の場合，
調査した地域内に該当施設がなく利用上不使であり，そ
のために利用が減少しているとも考えられる。
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表－2 (1）一②である。それによると，男子においては
前述のように小石川地区における外出状況は極めて低く
あらわれている。一方婦女子においては，理髪店，公衆
浴場，タバコに関連する行為に関して小石川地区に多く
みられる。がこれらの行為はある意味で個人の，あるい
は家族の噌好によるところが強く，自分の住戸に浴室を
設けであれば，公衆浴場を利用する機会は激減すること
も考えられるだろう。ただ先程の勤労者全体のところで
も同じことが言えるが，本郷地区には文京区の中でも比
較的所得の高い家族が集中していることもこの調査結果
の一因となっていると考えられる。勤労者を男子，女子
とに分類したが，女子の場合若干の違いがみられたこと
もあり，次には女子勤労者を家庭の中で主婦として生活
している者とそうでない者とに分けてみた。その内容が
去一2 (1）③である。それによると前述した女子勤労
各のうち小石川地区において外出の機会が多く現われた
原因のーっとしては，小石川地区の主婦で勤めている告
が比較的外出していることによると考えられる。
ちなみに主婦で勤めている者のうち小石川地区で多く
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表－2ー（1）ー②勤労者の地域周辺行動
ニング店 買物行動｜医院 i 郵便局｜理髪店（公衆糊［（i~~~） 散歩
男 子 57 51 48 59 32 46 66 32 51 12 
(143人） (39.9) (38. 7) (33.6) (41. 2) (22.4) (32.2) (46.2) (22.2) (35. 7) (8.4) 
女 子 28 20 26 31 20 28 18 14 10 7 
(50人） (56.0) (40.0) (52. 0) (62. O) (40.0) (56.0) (36. 0) (28.0) (20.0) (14. 0) 
l日h‘ 計 74 90 52 74 84 46 61 19 
(193人） (44. 0) (36. 8) (38. 3) (46.6) (26. 9) (38.3) (43.5) (23.4〕 (31. 6) (9.8) 
（小石川地区〉
1~ ~ ;r.sl i~~ I薬局l買問［医院［鞭局｜理髪店｜公開(itf~）I 散歩
25 22 21 14 20 25 8 20 13 
(35人） (60. 0) (71. 4) (62. 9) (60. O) (40.0) (57.1) (71. 4) (22.9) (57. 1) (37.1) 
女（理子5勤（23労人者）） 16 15 17 22 11 17 4 4 4 12 
(69. 6) (65. 2) (73. 9) (95. 7) (47.8) (73.9) (17. 4) (17. 4) (17. 4) (52.2) 
メ口込 計 37 40 39 43 25 I 37 I 29 12 (58人〉 (63. 6) (69. O) (67. 3) (74.2) (43. 2) (63. 6) (50. 0) (20. 7) (41. 4) (43. 2) 
（本郷地区）
表－2一（1）ー③ 女子勤労者の地域周辺行動
I~~ ;m¥ iA~ ）薬局｜買物行動｜医院［郵便局 i 理髪店［公衆向（i~~~） I 散歩
一一一一 一ー一一一
一般（勤〕労者 13 16 13 10 9 5 4 3 
50人 (28. 8) (22. 0) (26.3) (32.0) (26. 0) (20. 0) (18. 0) (10. 0) (8.0) (6. 0) 
主婦で勤労者 14 9 13 15 6 16 9 9 6 4 
(24人〉 (58.3) (37.5) (54. 7) (62.5) (29. 2) (66. 2) (37.5) (37.5) (25.0) (16. 7) 
（小石川地区）
1~ ~ ~－ r.sl 雪具宮｜薬局［買物行動1 医院｜郵便局（理髪店｜公衆浴場｜（繰言） 散歩
一般（勤〉労者 10 11 10 13 7 9 4 3 3 9 
14人 (71. 4) (78.6) (71. 4) (92.9) (50.0) (64.3) (28.6) (21. 4) (21. 4) (64. 3) 
主婦で勤労者 6 4 7 9 4 8 。 1 1 3 
(11人〕 (54.5) (36.4) (63.6) (81. 8) (36.4) (72. 7) (0.0) (9.1) (9.1) (27.3) 
（本郷地区）
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表－2一（1）ー④ 無職者の地域周辺行動
r~ ~； rn\ i具警（薬局 1買物行動1医院！郵便局（理髪店｜公衆浴場［（i君主計散歩
く持＼ (53~山6~山1~8)-1 (33:6) I (6l¥)l向
主宇）併を I45 I 31 I 46 I 55 I 29 I 47 I 8 I 18 I 除 58人） (76. 6) (53. 3) (78. 3) (94. 6) (49. 9) (80. 0) (13. 8) (40. O) (6.9) (25.8) 
f H i 54 I 43 I 48 I 59 I 40 I 55 l 16 I 24 I 12 I 23 
I en. 9) (57. 3) (64. 1〕（78.8) (53. 3) (73. 3) (73. 3) (21. 3) （此0) (30. 7) 
無職者（主婦を除く） (10人）
主婦（勤労者を除く） (31人）
無職者合計
(41人〕
！~~；－~I＿妻賢店 l薬局l買物的院（郵便局（理髪店｜公衆糊＼（i~~~）＼散歩
｜ 仰叩：0) I （朗
I cダ山：~2) I (8~~ 6) I cゐ I(3~~ 3〕 l ふR日つ~） I 臼3~~7) ¥ cム
（（ふん~~~：~！忌ム＼ (6~~5リム＼ （－：~~ ! d＼〕 iム
1~ ~ ;rn＼間（薬局｜貨物行動！医院（郵便局l理髪店［公衆浴場＼（繰言）［散歩
云ム：←主予叫：~卜i：ル己：；1 （~立~~I－ム~7)T~~~i (50: 0) I c川（必~9) I (42~ 
広〉生｜ σ53~山；~1）〕 Ic~~~ -1~9！~山；j…；？心）¥ (4/ 1〕［ム「三一一「；~
(1乱生 I(6ふI(90~ 0) I :Iぷ；｜ム~r：：~:rc~ (30~0) I (20~0) l~~~I 
－－；~九日記；二三：）－＼瓦示~）－！ーム｜瓦！日5,:,I -I可
(5志宇 5十 lcん（9~？3) I c」？6) I czi:0) I (5~： 
_1~~；－~具i～局』ら~動［一［吋白｜理髪； 1公耕判（語w 歩
州生［（ （田？山o:0) I (66:7) ¥ (16: 
高忍）生 IClo：山下~~；；司一；iふr－：引ム己：雨｜ム~~O) ！；一~O) I ム！~：：＇，~］て下i: ~ ~ 
7孟；－；－I(25~1山~7) I (33: 
占守3忍？計（（ゐ
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b 地織周辺行動の程度
前項でも述べたようにIOの生活行動に関して，それぞれ
の行為の有無を考察したが，ここではそれらの諸々の地
域周辺行動がどの程度の頻度でなされているかについて
得られた結果から考察してみる。サンプノレ数の点から今
回は勤労者についてのみにととeめた。
行動頻度はすべて「月平均」に換算し，それらを表－
2ー（1）ー⑥の様にまとめてみた。図中の数字は頻度の高
い行為から 1' 2……と順位をつけたが， O印のついて
いる行動は月平均10回以上の場合を示している。これ
によると，小石川地区で25%程度の者しか利用していな
かった公衆浴場に関して，その頻度は1日平均に直すと
1. 8回／日となり，日に2度利用することがかなりあると
いうことになる。これは自宅なり間借りなり自分の所に
風呂のない人にとって，毎日印刷，製本作業をした後に
汗を流すことが想像以上に要求される結果と考えられ
る。小石川地区と本郷地区の比較として「散歩Jをあげ
小石川地区の様な印刷，製本業にたずさわっているとな
かなか暇を作り出すことがむずかしし、。その結果が表－
2ー（1ト⑥に現れてきているのではないだろうか。郵便
局に関する行為についても， 2地区でかなり差がみられ
るが，これも何かそうした地域特有の生活テンポから生
じることなのだろうか。また質物行動については，前項
で、述べたように本郷地区の女子の場合極めてその占める
比率が高く，同様にここでも小石川地区に比べ1.45倍程
度出掛かる回数が多くなっている。このことは本郷地区
の方が小石川地区に比らベある落ちつきをもった生活を
送っており，又それによって主婦としての生活態度も異
ってきているのではないか，と推測の域であるが考えら
れる。
また両地区ともに行動頻度の低い行為として医院，理
髪店，薬局に関するものがあげられる。
これらの施設利用は買物，タバコに関する行為と性格
的に異っているが，かなり期聞をおいて利用する施設で
もあることを考え合せると頻度が低いこともうなずけよ
てみると，散歩の性格から「時間の余裕」ということ う。
が，他の行為にくらべ大きな要因になると考えた場合，
表－2一（1）一⑥ 地域周辺行動の頻度
局 l臨 1公吋基金量伊三
トコ；ト：1
8 I 6 I①｜③ I 7 I 
8 I 9 I② I 3 I 2 
9 I 7 I①｜③｜⑤ 
勤 労
主婦で勤労者
勤労者合計
（小石川地区）
1~~；品管｜薬局（買問｜医 院件戸［理主仲間＼（i~~~）I 散歩
勤労者 I7 I 6 I s I① I IO ｜④ I 9 I⑤｜②｜③ 
加勤労者［ 5 I 7 I 6 I①｜ sl 4191313I2 
云瓦－－；；；「二十円7 「占－110l④ I 9 I 5 I－②｜③ 
I 2 地域局辺行動の場所までの距離及び分布
この項では，調査地区内に居住する者が，どの辺まで
行って買物をしたり，タバコを買ったりしているかを把
握しようとするものである。地域の諸々の状況におかれ
た施設に対して居住者が選択をしているわけで、あるが，
この利用施設までの距離の大小はあながちその施設のお
（本郷地地区）
かれた地域の性格と無関係ではないと考えるのである。
今回は勤労者（主婦で働いている者は含む）と主婦（勤
労者は除く）について調査した結果を図－ 2ー（2）ー ①～
⑨に示した。
そしてさらにそれらを地域的にプロットし，個人の行
動の特性が如何なるものによるのかを若干考察してみた
以下利用施設別に2地区を比較しながら考察してみる。
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（同クリ一二ング店（図ー 2ー（2）ー①）
調査地域から各施設までの平均距離は小石川地区，本
郷地区をそれぞれ259M.272Mである。 50%利用距離
（施設の位置から測って全利用者のうち50%の者が含ま
れる時の施設と利用者との最長距離）を見ると，本郷，
小石川地区ともに 110M前后であるが，勤労者をみると
本郷地区の場合， 60Mとかなり短い距離になっている。
本郷地区を見ると，ちょうど50%利用距離（ 110 M）か
ら150Mまで急激に利用されはじめている。これはちょ
うど調査対象地域からその距離付近に施設が分布してい
る為と考えられる。 90%利用距離でみると， 350 M位に
まとまってきている。一般に本郷地区の方が施設が近く
に分布していることによって利用距離は小さくなってい
る。
(b) 書籍．文具店（凶 2 （ー2）ー②）
施設分布を図－ 2ー（3），凶 2 (4）でみると，施設ま
での平均距離は小石川，本郷地区それぞれ， 435M,244 
Mと大きく異なっている。これからみると，本郷地区は
調査地区に平均的に分布しているといえる。それは50%
利用距離をみると，明らかにその影響がみられる。小石
川地区でZOOM前后から急激に伸びているのは，特に勤
労者にみられるが， これは国電駅方向（通勤ノレート上）
に施設が分布している結果であると考えられる。
（。 薬局（図ー 2ー（2）ー③）
小石川地区の場合，調査地区とはほとんど無関係にパ
ス路線沿いに分布しているが，後の章にも述べるが，居住
者の外出もパス路線に向っていることも考え合せると，
図ー 2ー（2）ー③に示す50%利用距離が 130M程度である
ことはうなずけよう。一方本郷地域が平均的に分布して
いるにもかかわらず（最短距離50M)50%利用距離が
120 M強になっているのは， 今も述べたように駅への方
向性と施設の分布とが異なっていることも一因と考えら
れる。
(d) 買物行動（図－2 (2）ー④）
小石川地区の南東，調査地区から御茶の水方面にかけ
ての商業街の形成は，本郷地区における地下鉄本郷3丁
目のそれに匹敵している。店舗の分布をみると小石川地
区内では比較的その範囲が集中しているにくらべ，本郷
地区内には平均的に分布している。 50%利用距離をみる
と小石川地区の方がやや長い距離になっているのも商店
街が地区的に集中しているためと思われる。本郷地区の
場合は地下鉄本郷3丁目商店街に行くには歩道橋を渡ら
なければならないこと，比較的遠いこと等により駅まで
出る人は自宅周辺の商店にはすでに出かけているとも
考えられる。その結果として， 図－ 2ー（2）一④の300M
前後にみられるように利用者が断続して現われてきてい
る。 （図中，水平線になるところ〉。
(e) 医院（図2 (2）⑤） 
施設の分布をみると，小石川地区の中央付近に3医院
あり，その状況が小石川地区主婦のグラフにあらわれて
いる。また本郷地区においては調査地区周辺に分布され
ており，ちょうど50%利用距離170～ZOOMにあらわれて
いる。
50%利用距離に2地区がはっきりグルーピングされて
示されているが，医院のように利用上施設の選択性のあ
る特異な性格をもった施設は，ここで見るように地域に
どう配置されているかによって利用距離は決められると
言っても良いだろう。小石川地区において， BOOM程程
まで利用しているのは，主治医制度等「L、きつけの医
院J的利用が多い為とも考えられる。
(f) 郵便局（ポストも含む） （図 2ー（2）ー⑥）
郵便局のように，わざわざ出掛けて行くような施設で
ない場合は，最寄の駅，バス停までのルート上に設けら
れていることが1つの利用要因となっている。即ち小石
川地区で言うと御茶の水駅へのノレート沿にあるポストが
また本郷地区においては，地下鉄本郷3丁目付辺にある
ポストの利用が極めて高くあらわれてきていると言えよ
う。
（副理髪店（図 2ー（2）ー⑦〕
調査地区内に関しては小石川地区の方が施設数は若干
多く分布しており，御茶の水駅方向の通勤ノレート沿線に
散在している。また本郷地区は調査地区の周辺にとり巻
いているといった感がある。本郷地区の施設分布の方
が調査地区に近いことから，当地区のどの階層とも利用
距離が小さくなるはずであるが，第1項でも述べたよう
に勤労者の地域行動への活発さの為か50%利用距離をみ
ると勤労者階層はより遠くまで出掛けているとも言えよ
う。また90%利用距離をみると， 2地区， 2階層とも約
300M強で， ちょうど施設分布の平均的距離となってい
る。
(h) 公衆浴場（図2（ー2）ー⑧）
公衆浴場の利用は，必要不可欠なものであるから，施
設分布によってその利用距離はおのずと決ってくるとも
言える。
(i) タバコ屋（自動販売機も含む） （図2→2ト⑨）
施設分布は小石川地区の方が調査地区中央に分布して
おり，それは50%利用距離をみても，小石川地区の2階
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層とも本郷地区のそれより小さくなっている。
以上のように施設の利用距離をみてきたわけである
が，大きくその利用距離を決める要因として， 1つには
施設自身がもっ性格である。つまり，①施設利用上，
「かかりつけ」あるいは「御得意先J的性格を持つもの
で，多少遠くても固定的に利用する施設，②，①のような
特定な性格はないが，魅力（吸引力）の強い施設，③施
設利用に特別の意識をもたず，例えば通勤ノレート沿線に
あるというように他の外的要因一一地域の特性一一ーによ
って選択される施設，の3つに大別されると言えよう。
次に今まで述べてきた施設のうち，クリーニング店，
薬局，買物行動について，施設利用者の所在地，及び後
述する選択ノレート，駅バス停留所と関連をもたせながら
地域周辺行動の方向性について考察を加えてみた。 （図
省略）それによると，①施設からみて同心円状に一様に
利用され，ルート・駅には無関係な場合，②ノレート・駅
に吸引されている場合とに大きく 2分される。小石川地
区では，①として郵便局，薬局，公衆浴場，②として書
籍・文具店，商店，郵便局（ポストを含む），理髪店，
医院， クリーニング店があげられる。後者のうちクリー
ニング店は，施設特有の「御得意様」的選択傾向がみら
れ，理髪店，医院は「施設の少なさ」 「施設の内容」等
による選択的傾向がみられる。小石川地区の場合，商店
はルート沿に書籍文具店は地域に均等に配分されている
が，共にノレート及び駅に吸引されている。
一方本郷地区では，商店に関しては小石川地区にくら
ベ，拠点的に集中配置されているため，①に近い傾向を
示している。
以上地域周辺行動の場所まで、の距離及びその分布につ
いて述べてきたが，次に居住者の地域における行動の広
さについて考察する。
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11, ff!? 
抽世までの平均臣雌小石川 259m
本揖 272m
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図 2ー（2）ー ②ー ＠ 国 2-(2）⑥ー＠ 調査地氏施設分布一華同 本輔地区
最長 485"
最短 40" 
・￥均 358"
図 2-(2）司②ー ＠ 捌査地区櫨設分布一書籍文具店一 本蝿地l豆
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国2-(2）ー（7）－＠調査地区施設分布一理髪店一 本郷地区ー
国 2ー（2）ー⑨ー＠測査地区施設分布一公衆浴場ー本郷地区
II-3 地域周辺行動Iこよる活動の広さ
最長 430•
最短 20• 
平均 182"・
文京区小石川，本郷の2地区の1.5X2.lkmの対象地区
最長 m• I 内における理髪店，公衆浴場，地域医療施設， （医院）
き： ~~~： I 郵便局・ポスト，タパコ屋，クリーニング屋，書籍・文
具店，薬局，日用品買物店等の利用や散歩等の行為につ
いて自宅を中心にした行動範囲の広さを見るために，調
査対象者に施設利用又は散歩等の行為を行う場所を調査
しそれらの場所を自宅を中心にして遠い場所を線によ
って結び，その線によってかこまれた範囲をその人の周
辺行動範囲とし行動範囲の面積をプラニメーターで測
定した。
その結果を示すと小石川地区，表 2ー（3）ー ①本郷地区
表2ー（3）ー②の様になる。この結果からみると全体的に
は約4X1Q4m2位の行動範囲となっており，比較的面積
として見ると狭いと言える。小石川地区と本郷地区を比
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小石川旭区
勤労者の地医周辺
行動領＇＊
図 2 (3）③ 
本郷地区
主婦の地繊周辺行鋤領娘
図－2ー（3）一④
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表 2ー（3）ー①地域周辺行動による活動の広さ
27 
（）はパーセント ＊単位（x 103m2) 
よ瓦とごI0～却 i…I40-60 I 60-80 i 80～100 I 100～（合あ｜ふふ
学生・高校生 6 1 2 23 I 43.6 (26. 1) (34. 8) (21. 7) (4. 3〕 (8.8) (100) 
中学生・小学生 6 3 2 1 25.9 (50.0) (25.0〕 (16.7) (8. 3) (100) (100) 
メ口'- 五十 63 I (41. 2) I (15. 0) (100) 28.1 
表－ 2ー（3）ー②地域周辺行動による活動の広さ （小石川地区）
（）はパーセント ＊単位 (l03m2
ι~~－竺三l … i 20-40 I 40～60 l…I 8…l 0 ［合計（人〉（（平×103均m2) 
勤 労 者 10 12 3 (33.3) (40.0) (10. O) 
主婦で勤労者 1 2 2 (20.0) (40.0) (40.0) 
主 婦 8 7 1 (32.0) (28.0) (4.0) 
学生・高校生 3 1 (75.0) (25. O) 
中学生・小学生 6 2 (42.9) (14. 3) 
E口'- 計 28 24 6 (35.9) (30.8) (7. 7) 
較すると若干小石川地区の行動範囲が狭い。
これは小石川地区の施設が商店街等の形で比較的集中し
ているのに対して，本郷地区は施設が分散していること
によると言える。階層別に見ると 2地区で共通して言え
るのは主婦勤労者は，勤労者より行動範聞が若干狭く，
勤労者の3～9割で，これは主婦勤労者が時間等の関係
で行動範囲が狭くなっていると考えられる。
その他の階層については地区でかなり異なっており，
主婦は小石川地区では中学生・小学生についで行動範囲
が狭く，本郷地区では逆に中学生・小学生についで行動
範囲が大きい。
2 。 3 30 37.8 
(6. 7) (IO. O) '-"100) (81. 7) 
5 30.9 
(100) 
6 1 2 25 47.6 
(24. 0) (4. 0) (8.0) (100) 
4 15. 8 
(100) 
2 4 14 53.4 
(14. 3) (28.5) (100) 
10 1 9 78 42.2 
(12.8〕 (1. 3) (11. 5) (100) 
（本郷地区〉
これは前述のように商店等の施設の分布状況によるも
のと考えられ，その意味で小石川地区で商店等の施設が
自宅の付辺にあり，行動範囲が狭くなっていると言え
る。学生・高校生，中学生・小学生は地区でかなり異な
り，本郷地区の学生・高校生は回収者の数が少なく妥当
な値と言えない。又中学生・小学生については地区の内
で小石川地区では80X103m2以上行動するものがいない
のに対して本郷地区では 100X103m2以上の行動範囲の
ものも見られ，それが地区の中学生・小学生の行動範囲
の相異となっている。次に地区の勤労者と主婦につい
て地区周辺行動の広がりを見ると図 2ー（3）ー ①，図 2ー
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(3）ー ②，図2-(3）ー ③，図2(3）ー④の様に示せ，小石
地区と本郷地区でははっきり相違が見られ，小石川地区
は勤労者，主婦とも商店等の施設が集中している白山通
引か、の一方向に拡張しているのが見られるのに対し
て，本郷地区は商店等のある方向と駅等の方向への2方
向に分かれる。
これは2地域の商店等の分布と交通条件の違いが明確
に現われたものと言えよう。これを勤労者と主婦の階層
別に見ると，小石川地区では勤労者，主婦とも余り変わ
らないのに対して，本郷地区では主要な商店街の方向は
勤労者，主婦とも同様に拡張しているが，駅方向は勤労
者が主で，主婦は横のもうつ別の商店等が散在している
方向へ拡張しているのが目立つ。この様に主婦の地域周
辺行動は商店等の分布に大きな影響をうけ，勤労者は特
に駅等の交通条件の良さが無い場合は主婦と同様で，駅
等の交通条件の良さがある場合は駅等に大きな影響を受
けると言えよう。
II-4 居住地周辺におけ~外出ルート（通勤・買物・
通学）の選択について
一般に地域における行動の基礎をなすものは日常的な
通勤・通学，買物等の行動で，自Ii記の地域周辺活動であ
る理髪店，公衆浴場，地域医療施設（医院），郵便局・
（ポストを含む〉タバコ店，クリーニング店，書籍・文具
店，薬局，日用品買物店等の利用や散歩等の行為も当初
は日常的な通勤・通学，買物等の基礎的な行動からその
行動範囲を拡大してし、く場合も多いと考えられる。その
ため自宅を中心に最寄のパス停留所，駅まで，及び徒歩
のみで職場，学校に行ける場合はそこまでのノレートを記
入してもらう方法によって基礎的な行動である通勤，通
学，買物等のノレートを調べた結果について報告する。
例外出ルートの選択理由，及び距離と道路状況
＠ 最短ノレートを選択しているかどうか外出ノレートに
最短距離を通っている者
88.0 
? ?
?? 回93.5 
?? ?
88.9 日
78.6 と」
?????
?
?
??? 85.2 回
小石川地民
居住地周辺における外出ルー トの選択
ついて記入されている地図を用い，目的地までのルート
が最短のノレートがとられているかどうかについて見るた
めに，各調査対象者のノレートを地図で検討しまとめた。
（図2 (4）ー①，図一2 (4）ー②）それによると，全体
的には80～85%の人が最短ルートを通っている。階層別
に見ると小石川地区で主婦が最も最短ルートを通ってい
るのに対して，本郷地区では勤労及び主婦で、勤労の階層
が最も最短ノレートを通っている。学生・生徒・児童等の
階層は地区とも他の階層に比して最短ノレートをとるもの
が若干少ない。
＠ ルートの選択理由
前項で示したようにかなりの人が最短ノレートを通って
いることが分ったが，それについてノレート選択の理由を
調べた結果を示す。 （図一2 (4）ー ③，図2 (4ト④）
ほとんどの人が，近いことを理由にノレートを選択してお
り，若干の人が歩いくのに良いという理由でソレートを選
択している。
2地区の比較を行うと本郷地区に歩くのが良いという
ことで選択している人が若干多L、。これは道路状況によ
っていると考えられ，本郷地区は比較的格子状道路で明
解であり，蜜択しやすしそれに対して小石川地区は乱れ
ており選択しにくいことによると考えられる。又両地区
ともいやな所を避けて通る様な例は1例も見られない。
の選択ルートの道路状況
選択されるルートについて，道路の幅員，横断歩道の
有無，歩行者道の有無，通過交通量等の道路状況等との
関連を見ると，道路状況からは道路幅員が広くて整備さ
れている。歩行者道路が設けられている等の道路が良く
選択されている。又前項で若干見られた歩くのに良いと
いう選択理由は選択された道路状況から見ると商店街の
様ないわゆる人の集まるにぎやかなノレートや，車と交差
しないノレートが選択される傾向が見られる。 （岡省略）
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図 2-(4）ー③ 4、石川地区
(b) 外出ルートの徒歩時間
通勤・買物等の行動において最寄りの交通機関，又は
徒歩のみの場合はそこの場所までの徒歩時間について見
る。 （図 2ー（4）ー ⑤，図 2ー（4）ー⑥）全体的はに自宅か
ら10分程度歩く人が85%程度を占める。 2地区を比較す
ると本郷地区で2害iJ程度の人が5分以下である。これは
本郷地区は地下鉄の駅等が小石川地区に比べて近くにあ
り，当然と言えよう。又各階層別に比較すると小石川地
区は本郷地区より若干交通が不便なため時間がかかって
いるが，勤労者は両地区とも差が少ない。これは勤労者
が毎日徒歩等の時聞を短縮して通勤しているためと考え
られ，主婦は小石川地区と本郷地区では差がはっきり
し小石川地区はほぼ倍の時間がかかっている。他の階
層については回収数が少なし一概に言えない。
29 
95.7 庄司他
恩
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~ 
こ良研修
87.5 
75.0 
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図－2←（4）ー④
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外1：ル ｜の徒歩時1m
図 2-(4）ー（6）本郷地区
(c) 通勤，買物におけ~交通機関までの直線le援によ
る地域の比較
通勤，買物の行動において利用する交通機関までの直
線距離を見ると表2 (4）一①の様に示せ，全体的には280
～380m程度は歩いている。小石川，本郷の2地区を比
較すると小石川地区が若干交通が不便なことが影響し
200m程度交通機関までの直線距離が多くなっている。
これを目的とする交通機関の内容別に見ると，全ての
交通機関に対して小石川地区の距離の遠さが目立つ。本
郷駅等に遠い地域はパス等の交通機関によって補なわれ
ることが望ましいが，現状では駅等に遠い地域はパス，
都電等もめぐまれていないと言える。これを階層別に見
ると勤労者は駅が近い場合はパス停がかなり近くないと
乗らず，駅が遠い場合はパス停が遠くても利用してい
る。又主婦勤労者は駅もパス停も近いものを利用し主
婦は駅とバス停の距離の差が他の階層に比して少なく，
これは買物等の場所によって，そこまでの歩く距離を考
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慮して適当に選択しているためと考えられる。以上の様
に各階層の時間に対する置かれている状況と地域の交通
条件によって選択する交通機関等が異なって〈るとも言
える。
表2一（4）①
通勤・貿物における交通機関までの直線距離
i歩行内容司法離！平問離
駅まで歩く人 ¥ 733. 4 i 
小石川地区｜パス停まで歩く人｜ 262. 4 ! 4日・3
l都電停まで歩く人 l 364.1 ! 
l駅まで歩く人 ! 3拡 8
本郷地区 i パス停まで歩く人｜ 133. 3 I 250. 3 
｜都電停まで歩く人｜ 223.9 
一方，これの距離分布をみると，通勤については小石
Jl，本郷地区の平均の50%距離（勤労者の50%が含まれ
る交通機関までの距離）は340mで， 75%距離は600mで
ある。これを累積比率曲線で示すと図 2ー（4）ー ⑦の様に
示せる。又2地区についてこれを比較すると50%距離で
は小石川地区が近く， 75%距離では本郷地区が近くなっ
ている。これを図に示すと図 2ー（4）ー ⑧，図 2ー（4）ー ⑨
の様になる。これは本郷地区では駅がバス停より速いが
小石川地区に比らベ近距離の駅まで歩く人が多くなるた
めなるためであり，また本郷地区では75%距離でも近く
のパス停，都電等を利用する人が増加して距離的には近
くなるためとるO 言いかえると，言え75%距離位に地域
の交通条件の良さの差がはっきり出てくるものと言え
1%1' 
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50 
。。
乙
50 500 
圏一2ー（4）ー⑦通勤に釘ける吏通機関までの直線臣瞳の畢楠比率（本陣）
！盤
岡－2ー（4）ー⑨通勤における吏通機関までの直樟距峰町累積比車（小石川）
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園－2-(4）ー⑨通勤に釘ける吏通嶋関までのまでの直線距離累積比車（本揖）
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図.：2工房Hl.D宜通機関を判用する主帽的買物行動向
宜通機関tで町直棉距崎県楠比寧（本蝿｝
る。次に主婦についての交通機関を利用した貿物行動に
ついてこれを見ると，通勤と向様に本郷地区では駅が小
石川地区より近いため，駅まで歩く人が多く， 50%距離
が遠くなり， 75%距離では逆になっている。これを図に
示すと図2ー（4）ー ⑮，図2 (4）一⑪の様に示せる。
(d) 通勤，買物における交通機関までの実距離による
地域の比較
次に通勤，買物における交通機関までの実距離を見る
と，通勤については小石川，本郷地区の平均の50%距離
は450mで， 75%距離は740mである。これを累積比率曲
線で示すと図2-(4）⑫の様に示せる。又2地区につい
てこれを比較すると50%距離では本郷，小石川地区はほ
とんど同じで， 75%距離では本郷が200m程度近くなっ
ている。これを前項の直線距離による分析と比較すると
交通条件の影響が前項の直線距離による比較では比較的
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圏一2-(4）－⑫通勤1：おIt晶克通機関まで町実距植の黒楠比率（本郷）
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園－2-(4）ー⑮克通機関を利用した主婦の買物町
吏通機関まで町実距雄累積比車｛小石川）
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図－2-141-QJ 克通機関を判周した主捕円買物行動の
貫通機関までの重臣鰻累積比率｛本田）
明確にとらえることが出米たが，実際に歩いている距離
から見ると25%～50%距離では道路の状況，通勤ノレート
のとり方等によって差はあまり見られず， 25%以下と50
Z距離以上においてはやはり本郷地区の交通条件の良さ
が明確に出ている。これを図で示すと図 2ー（4）一⑬，図
2ー ⑬の様に示せる。主婦の交通機関を使用した買物に
ついて見ると50%距離， 75%距離とも本郷地区が近く，
交通条件の差が見られるが通勤等に比べて差が少なく，
買物行動の特徴と見られる。これを図に示すと図2 （ー4)
一⑮図2 (4）ー⑮の様に示せる。
（巴） 交通機関を利用した通勤，貨物行動の直線距離と
実距離からみた地域の比較
前項の⑥，（e）で検討した直線距離と実距離について，
その直線距離に対する実距離の比から地域の比較を行う
と，データーの差から明確には言えないが，小石川地区
より交通条件の良い本郷地灰において若干比が大きし、。
図 2ー（4）ー⑪直線距離に対する選択ルもト歩行距離のl七
1.0 1.5 2.0 
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』。j、石川地区〉
図 2ー（4）ー⑩直線距離に対する選択ルート歩行距離の比
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〈本郷地区〉
これはlつには小石川地区は概して交通機関までの距
離があり，道路を実際に歩くことによる多少の回り道等
の距離の差があまり影響を受けず，又小石川地区は道路
が本郷地区ほど格子状が明確でなく，道路及び交通機関
の選択の仕方によっては比較的短い距離で交通機関まで
到達することが可能で？，これは前項（a）の分析においてわ
かった様に最短ルートを歩く人がほとんどであることか
らこの様な結果になると言える。逆に本郷地区は概して
歩行距離が短かく，かつ格子状道路であるため，格子状
道路を回って歩いていく距離の差が比較的影響を受けや
すいため若干比率が大きいものが多くなっていると言え
る。又全般的には直線距離の1.1～1. 3倍程度の道のりを
実際には歩いている人が多いと言える。（図 2ー（4）ー⑫〉
]1 5 地域周辺行動と通勤，買物行動との関連から見
た地域の比較
地域における行動拡大の基礎の 1つで、ある通勤， 通
学，交通機関を利用した買物等の行動と，もう 1つの基
礎である地域周辺行動の理髪店，公衆浴場，地域医療施
設（医院），郵便局，ポスト，タパコ店， クリーニング
屋，書籍・文具店，薬局，日用品買物店等の利用や散歩
等の行動との関連を見るために前者のノレートと後者によ
る地域周辺行動実際に利用している施設を自宅から遠い
ものを選び，線によってかこまれた範囲をいう）との関
連を見る。
? ?
?
? ? ?
?
」 ? ?
(a) 通勤，交通機関を利用した買物のルートと地域周
辺行動との位置的関係
通勤，交通機関を利用した買物のノレートと地域周辺行
動との位置関係を6種類に分類すると，①ルートを中心
にノレートに沿って地域周辺行動を行っている。②ノレート
を中心にではあるが広範囲に地域周辺行動を行ってい
る。③ノレートを含まなし、が比較的ノレートに沿って地域周
辺行動を行っている。④ノレートを含む形で，地域周辺行
動が広範囲に広がっている。⑤ノレートと無関係な方向に
広がっている。⑥ノレートの反対方向で地域周辺行動を行
っている。となる。これを地区について見ると小石川地
区は①，②の比率が多く，本郷地区は⑤，⑥が多く，次
いで①，②が多L、。 （図 2ー（5）ー①）これは2地区の地
域の状況によるもので，小石川地区は前掲の地区周辺行
動の施設が比較的周辺の道路沿いに分布しパス停，地
下鉄の駅等もその道路沿いにあるため①，②の比率が高
く，本郷地区は比較的近い国電，地下鉄の駅が前掲の施
設（特に商店街）が反対方向にあるため，⑤，⑥の比率
が高く，かつ，本郷地区自体に前掲の各施設がかなり立
地しているために次いで①，②の比率が高くなるためで
ある。前掲の施設の分布を図に示すと小石川地区，図2
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図－2ー（5）ー①交通機関を利用じた通勤買物のYレートと地域周辺行動関連
（主帽・勘骨者） 30.5 54.2 !3~6) I 1）川）s141!5) 44 28 
3.4 5)1.7 
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小石川地区 2.9 .8 本郷地区
液（注）
1）ルートを中心にその沿線て・活動している。 4) Iレートにあまり関係な4、ルートを囲む
ようにして活動しでいる＠
2）ルートを中心に広範囲にわたって活動して 5）一部はルート付近で活動しているがほと
いる。 んどは無関係な方向に広がっている。
3）ルートにそって活動している。（ルートを含 6）ルートの反対方向で活動している。
まない． （数字1i%)
図－2一（5）ー②小石川地区の各種施設の分布
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図－2-(5）一④
特定地域住民の購買・余暇活動について
図－2-(5）⑤
図－2ー（5）ー⑥交通機関を利Ilした通勤・買物のルー！と地域周辺行動の関述
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本語！日也lメー
一（5）一②本郷地区図2一（5）ー ③の様に示せる。又， 2地 機関を利用する買物の場合も地域の商店等のある方向の
区のパス停留所，国電・地下鉄の駅等を示すと図 2ー（5) 交通機関を利用するためと考えられる。その他の階層で
ー④，図2-(5）ー⑤の様に示せる。又2地区について階 はその様な行動がとられないため，地域の交通条件の相
層別に見ると小石川地区は各階層とも傾向は似ているが 違により 2地区が異なってくると考えられる。
勤労者，主婦，就学者の順で①②比率が少ない。本郷地
区は主婦は小石川地区と似た傾向を示し，勤労者，就学
者が⑤，⑥の比率が高い。 2地区の主婦の行動に似た傾
向が見られるのは主婦の特徴とも考えられ，主婦は交通
笈~67～70け
ツ活動， レジャー活動を各地域の居住者がどの様な傾向
で，又どの程度行なっているかを分析し調査地区の特
性を抽出する。
活動の内容については大きく①学習的な活動，②趣味
・娯楽的活動，③スポーツ活動，④レジャー活動に分類
しそれらの更に細かい活動の種目を学習活動について
は種目，趣味・娯楽的活動については31種目，スポーツ
活動種目， レジャー活動種目を考え（表3一（1）ー ①）こ
れらの種目について，各地区の居住者が行っている種目
の種類，活動型態，頻度，活動の内容の年度による変
化，交通手段等を分析した結果を述べる。
余暇活動について余暇活動を行っているかどうかを見
ると 2地区では平均6割弱の人達が何らかの余暇活動を
行っている。又これを2地区で比較すると本郷地区が6
割より若「多く，小石川地区が若干少なし、。活動を行っ
ている人の比率からは本郷地区の方が余椴活動が活発と
いえるO これを階層別に見ると地区では高校生が特に活
動を行っている。次いで学生，小・中学生， 主婦勤労
者，勤労者，中学生，主婦，無職の順で，主婦勤労者が
いそがしい中を良く活動を行っているのが目立ち，他は
学生，高校生等の活動がやはり多い。階層別に2地区を
余暇活動の状況から見た地域の比較Il 1 
./3'[5市研究報告
地域周辺行動領域に含まれる交通機関を利用した
通勤，買物ルートの比率
地域周辺行動領域と交通機関を利用した通勤，貿物ノレ
ートとの関連を見るために交通機関を利用した通勤，買
物ノレートが地域周辺行動領域に含まれる部分と含まれな
い部分の比率を見ると図2 (5）ー⑥の様に示せ，地区を
比較すると本郷地区は周辺行動に含まれるルートの比率
が高い。これは2地区の交通条件と周辺行動に関連した
施設の分布の状況によるもので，本郷地域は交通機関ま
でのノレートが小石川地区と異なり国電，地下鉄の駅が比
較的近くにあり，非常に便利であるが，若干地区から離
れており，かつ駅等の方向に商店等の施設が分布しない
ための小石川地区とそれほど差がなし、。逆に小石川地区
は特に便利な交通機関がないが，比較的近くに商店街が
分布しその近辺にパスの停留所等があるため本郷地区
とそれほど差がない状況になっているためと考えられ
る。
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(b) 
生活行動における余暇活動からみた地域の
特性
? ?
前節までの分析において生活行動における地域周辺行
動について分析したが，本節においては生活行動におけ
る学校教育を除いた学校活動，趣味娯楽的活動，スポー
目
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表3一（1ト①
図 3ー（I）一①〈何らかの活動的日を行っている人の制介〉
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全｜栴層 全階層
50% 100% 
全階層
'91.1% 
階層集団（ 0% 100% 階層能川（ 0%50% 
¥J)')・{'j 勤労者
le・ 'iJ 主・勤
i: t;,} :E 婦
j無職 無職
学生
82.1% 
高校外二1:',¥f立生
中学生
小学生
中学生
小学生
令 f,j.;
比較すると， 2地区で各階層の活動傾向は類似してお
り，本郷地区が各階層とも全般に高いが，本郷地区では
高校生の9割以上が活動を行い，主婦勤労青の8割以上
が活動を行っているのが目立つ。
以上の様な結果の中で本郷地区の活動が全般に活発な
のは各種の要因が考えられるが，交通条件もかなり強い
要素と考えられ，本郷地区は国電，地下鉄の駅が比較的
近く使利なのに対して，小石川地区が若干交通が不便で
あることが影響していると考えられる。 2池区の活動を
行なっている者の比率を図に示すと図 3ー（1）ー ①の様に
示せる。
m-2 活動内容別にみた地域の比較
活動内容を①学習的な活動，②趣味・娯楽的活動，②
スポーッ活動，④レジャー活動の4つに分類しどの様な
活動が良く行なわれているかにより地区の比較を行う。
（図3ー（2ト①）小石川，本郷地区は趣味・娯楽的活動
が若干少なく，スポーツ活動が若干多い。この様に2地
区で見た限りでは地区で余り差はないと言えるが， 2地
区ともスポーツ活動を行っている者の比率が低いのが目
立ち，スポーツ施設の不足やスポーツ活動を行う機会の
不足が問題として推測できる。次に活動内容別，階層別
に2地区の比較を行うと， 2地区で共通して勤労者，主
婦勤労者，主婦，無職の階層のスポーツ活動の行なわれ
ている比率が少なく，これは他の調査等でも明らかにさ
れている様に学校教育以後のスポーツ活動の機会の不足
の結果と一致する。又同じく 2地区で共通しているのは
勤労者，主婦勤労者，主婦において勤労者は趣味娯楽的
活動が行なわれている活動の中で半分程度を占め，主婦
勤労者は趣味娯楽的活動が行なわれている活動の半分程
度，学習活動が1/4程度を占めることである。主婦は趣
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味娯楽的活動が1/3強，学習活動が1/3占め，これらは
地区で比較的共通している。無職は2地区で異なり，本
郷地区では学習活動，趣味娯楽的活動が共に1/3程度
で，小石川地区で
又学生は本郷地区が学習活動と趣味娯楽的活動が 1/3程
度を占めるのに対して小石川地区は趣味娯楽活動の占め
る比率が高L、。高校生は2地区とも類似しており，本郷
地区では中学生は趣味娯楽的活動，スポーツ活動が本郷
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表 3ー（2) ① 階層別，男女別活動種目の状況（学制） （小石川地区）
い~:J~I訂正ltlf~i=i~扇町二う千~~
「；－~－－－；下心 3「J二T－ ~1--;1- ~「 I~ ' 「－rT可三－~
相談 IRi 7・91 RI叶 1 31 4・ 51 I 1i I I I⑩ 11.4 91 5.~ 
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表3一（2）ー②階層別，男女別活動種目の状況（学習） （本郷地区）
よ？！全階層
階 層 JIJ 男 女 JIJ 
勤労者｜議｜主婦｜無職｜学生｜高校｜中学｜小学 男 女
討論会 1 0. 8 1 2. 7 1 3.6 
相 談 3 2. 3 2 5.4 1 1 3.6 2 2.0 
待合せ 1 0. 8 1 1 1. 0 
講 議 4 3. 1 1 2. 7 2 3.6 3 2. ~ 
講 演 5 3.8 2 5.4 1 3.2 l' 1 3 10, 7 2 2.0 
読書会 11 8. 5 4 10.8 1 1 3.2 ③ 1 ⑥ 21, 4 5 4.S 
展示会 5 3. 8 1 2.7 3.2 1 1 2 1 3.6 4 3.9 
｜見学会 4 3.1 2 5.4 1 3 10. 7 1 1. 0 
p寸uー． 話し方 . 1 
英会話 8 6.2 1 2. 7 1 ③ 3 10. 7 5 4. £ 
珠 算 1 0. 8 ③ 1 1 1. 0 
毛筆・ 8 6. 2 3 8.7 1 1 3.2 ③ 1 0.6 7 6. s 習字
ベン習字 2 1. 5 1 1 2 2.C 
習
簿 記
謄写技術
速記技術 1 0. 8 2.7 1 1. (, 
映写技術 1 0. 8 1 2.7 1 3.6 
活 写真技術 3 2. 3 2 5.4 I 3 10. 7 
電気技術
洋 裁 ⑬ 10.0 ⑥ 16.2 2 4 12. 9 ⑮ 12.7 
和 裁 8 6.2 2 4 12. 9 1 1 1 8 7.8 
料 理 7 5.4 3 8.1 2 6.5 2 7 6. 9 
動
華 道 8 6.2 I 2. 7 3 9. 7 2 2 8 7. E 
茶 道 II 8. 5 ⑥ 16.2 3 9. 7 I I 11 10. 8 
家庭医学 1 0. 8 1 3.2 1 1. 0 
デザイン 5 3.8 1 2.7 2 2 6.5 3.6 4 3. 9 
レタ 2 1. 5 I 2.7 1 3.2 I 3.6 1 1. G リング
手 ヨ-Jf 10 7. 7 I 2. 7 1 ⑥ 19.4 2 10 9.8 
美 術 5 3.8 ー 1 ③ 2 7. 1 3 2. £ 
演 劇l 2 2. 5 2 1 3.6 1 1. c 
その他 8 6.2 9 3 9. 7 2 1 1 3.6 7 6.S 
i口斗 計 i 102 
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表3 (2)-3 階層別・男女別活動種目の状況（趣味・娯楽） （小石川地区）
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表 3ー（2）ー ④ 階層別・男女別活動種目の状況（趣味・娯楽） （本郷地区）
ぷ~］ I 階胤別 ｜ 男女別全階層 勤労者｜窃｜主婦｜無職l学生［高校｜中学｜小 男 女
音楽鑑賞 24 1. 0 8 1 410. 5 2 2 ④ 2 1 9 8. 7 1513. 0 
芝居鑑賞 21 9.6 7 7.5 ④ 513. 2 2 1 2 5 4. 8 1613. g 
映画鑑賞 ⑧12.8 10 10. 8 3 410. 5 1 2 ④ ③ 1 9 8. 7 ⑮ 16.5 
音楽演奏 7 3. 2 1 3 1 1 3 2. 9 4 3. 5 
趣 民謡鑑賞 4 1. 8 3 3.2 1 2. 6 3 2.9 1 0. 8 
将棋閤碁 10 4.6 5 5.4 1 2 1 1 10 9.6 
味 マージャン 10 4. 6 7 7.5 1 1 2. 6 1 7 6. 7 3 2. 6 
ダ ン ス 6 2. 7 2 2.2 2 7.4 1 1 1. 0 5 4. 3 
娯 ハーア イ 3 1. 4 3 5. 3 1 3 2. 6 
楽 釣 堀 り 7 3. 2 4 4.3 ③ 7 6. 7 
活 スポーツ観戦 17 3. 2 8 8.6 1 1 2. 6 1 1 3 1 1 11 10.6 6 5.2 
食 事 21 9.6 8 8.6 2 513. 2 1 2 1 1 1 9 8. 7 1210. 4 
動 喫 茶 14 6. 4 8 8.6 1 2 5. 3 2 1 7 6. 7 7 6.0 
飲 酒 7 7.8 ⑮ 16.1 1 1 2. 6 • ⑬12.5 4 3. 5 
散 歩 24 1. 0 6 6.5 1 ⑨ 23.7 2 2 3 1 7 6. 7 1714. t!
（ショッピング〕 6 2. 7 2 2.2 2 1 1 3 2. 9 3 2. 6 
そ の 他
メ口込 計 219 93 17 10 18 24 9 104 115 
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表3-(2）一⑤階層別・男女別活動種目の状況（スポーツ） （小石川地区）
、
＼ 階 層 階 層 }JI] 男女別
、＼＼ 全階層
勤労者i議｜主婦｜無職l学生｜高校｜中学i小学活動種目 ＼＼＼ 男 女
美容体操 2 1. 8 1 1 2 4. 4 
弓 道
体 操 8 7. 3 3 10. 0 1 1 2 4 6. 3 4 8. 9 
スケー ト 1311. 9 4 13. 3 1 1 3 1 2 1 4 6. 3 920. 0 
ス 水 泳 @30.3 ⑮ 43.3 ② ③ 1 ⑥ 2 2 ④ ＠ 31. 3 13 28. ~ 
ポ ライ フ ノレ 1 0. 9 1 3.3 1 1. 6 
バトミントン 5 4.6 2 2 1 2 3.1 6. 7 
柔 道 3 2. 8 1 3.3 2 3 4. 7 3 
ツ 責4 道
活 卓 球 10 9. 2 3 10. 0 1 3 2 1 5 7. 8 511. 1 
動 なぎなた
パスケット 4 3. 7 2 6.7 1 1 3 4. 7 1 2. 2 
バレーボール 5 4. 6 2 ③ 1 4 6. 3 1 2. 2 
サッ カ 5 4.6 2 1 1 5 7. 8 
そ の 他 2018. 3 13 43. 3 1 1 3 2 1320. 3 715. E 
メ口』 言十 4E 
表3-3ー（2）ー ⑥ 階層別・男女別活動種目の状況（スポーツ） （本郷地区）ι「ブ 全 階 層 男女別階層別 勤労者｜議｜主婦｜無職｜学生｜高校i中学｜小 男 女
美容体操 4 5. 6 1 2 1 41. 25 
弓 道 1 1. 4 1 1 3. 1 
体 操 4 5. 6 1 1 1 1 3 7. 7 1 3. 1 
スケー ト 912. 7 2 2 2 2 1 512. 8 412. 5 
ス 水 泳 ＠ 29.6 ⑥ ④ ③ ③ 2 ③ 1128. 2 ⑩31. 3 
ポ ライ フ ノレ 1 1. 4 1 1 2. 6 
パトミントン 41 5. 6 1 2 1 1 2. 6 3 9. 4 
柔 道
ツ 賞。 道 1 1. 4 1 1 2. 6 
活 卓 球
動 なぎなた
バスケット 6 8. 5 1 1 ③ 1 410. 3 2 6. 3 
パレーボール 3 4‘2 1 1 1 1 2. 6 2 6. 3 
サ ツ カ 一 2 2. 8 1 1 2 5.1 
そ の 他 15121. 1 5 1 1 ③ 2 ③⑮ 25.6 515. 6 
メ口:. 言十 71 8 1 11 12 9 39 32 
表 3ー（2）ー⑦ 階層別・男女別活動種目の状況（レジャー）
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（小石川地区）
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階層lI 男女別全階層
活動種目 勤労者 I主（勤婦） I主婦 I無職 I学生 I高校｜｜中学｜｜小学 男 女
ハイキング 18 7. 5 6 4.6 2 5. 6 1 4 1 3 10 6.8 8 8. 4 
山 登 り 21 8. 7 11 8.5 2 5. 6 ③ 3 ② 1510. 3 6 6. 3 
レ 海 水 浴 47 19. 5 25 19. 2 3 616. 7 1 5 ③ ② 2 28 19.2 1920. c 
、ン 旅 行 ⑬ 32.4 ⑧ 30.0 ⑦ ⑮44.4 1 ⑥ 2 ④⑨ 25.3 @43.2 
ドライ フ 41 17.0 22 16. 9 2 822. 2 5 1 1 25 17. 1 1646. 8 
ヤ
河・海釣り 17 7. 1 11 8. 5 1 2. 8 1 1 1 1510. 3 2 2. 1 
コ ノレ ブ 11 4. 6 9 6.9 1 2. 8 10 6. 8 1 1. 1 
ボーリング 7 2. 9 7 5.4 6 4. 1 1 1. 1 
そ の 他 1 0. 4 1 1 1. 1 
メ口入 241 36 10 5 9 8 11 141 95 
表3-(2）ー⑧階層別・男女別活動種目の状況（レジャー） （本郷地区）
男女別~〔労者間I~ 婦 l~Iム
???????????ヮ
?
???
?
??????
41 7. 3 
31 5. 5 
2 
, 11；~ fi1J 2 ????2 
2 
ノ』
仁I
? ????』??? ? ? ? 58 61 
1/3程度を占め， 一方小石川地区ではスポーツ活動が
1/3で， ベレジャー活動が本郷地区にくらべ若干多L、。
又小学生は本郷地区で趣味娯楽活動が共に 1/3程度を占
めるのに対して，小石川地区は学習活動， レジャー活動
が共に 1/3程度を占め，かなり異なっている。以上の様
に2地区では活動内容がかなり似ている階層と異なる階
層とがあり，勤労者，主婦勤労者，主婦等の成人階層と
受験等で忙がしい高校生等は地区で似ており，学生，中
学生，小学生等比較的時間等が自由な階層の活動の内容
は地区によって異なっている。 （図3ー（2）ー②〉
次に学習活動，趣味・娯楽活動，スポーツ活動， レジ
ャー活動の中でどの様な種目が好まれているかで、2地区
について比較する。 （表3一（2）一①，表3 M一②）小
石川地区は討論会，相談，珠算，料理，手芸等の活動が
比較的行なわれており，本郷地区は読書会，英会話，毛
筆習字， 洋裁， 和裁， 華道， 茶道，手芸等がおこなわ
? ?? ?????ゥ ，??? ?
れているO 本郷地区が若干教育的活動が目立ち，小石川
地区が教養的活動が目立つ。次に趣味・娯楽活動につい
てみると小石川地区，本郷地区とも音楽鑑賞， 芝居鑑
賞，映画鑑賞，食事，喫茶，飲酒，散歩等の活動が比較
的多く行なわれており，小石川地区ではこれと吏にマー
ジャン，スポーツ観戦の多きが目立つ。これらを表で示
すと表3ー（2）ー ③，表3ー（2）一④の様に示せる。スポー
ツ活動については表 3ー（2）ー ⑤，表 1ー（2）⑥の様に本
郷，小石川地区でも体操，スケート，水泳，パスケット
が共通に多く行なわれており，行なわれているスポーツ
活動の約 1/3を占め，これは比較的近くの文京区体育館
に室内プールがあるためで，この様に付辺にこの様な設
備の整った施設があると非常によく地域に利用される一
例と言えよう。又，小石川地区においては卓球が比較的
良く行なわれ，本郷地区においてはパスケットが比較的
良く行なわれている。レジャー活動について表3ー（2)
特定地域住民の購貿・余暇活動について 43 
⑦，表3ー（2）⑧をみると 2地区とも比較的共通してお
り，海水浴，旅行， ドライブの比率が高く，特に旅行は
3～4割を占め共通してレジャー活動の中心となってい
る。
次いで男女の活動の内容により 2地区を比較すると，
学習活動では男子は写真技術，見学会が2地区に共通し
て比率が高く，小石川地区では他に討論会，相談，展示
会，珠算等の活動が多く，本郷地区では講演，読書会，
英会話，美術等の比率が高く，かなり 2地区で相違が見
られる。女子は2地区で共通して洋裁，和裁，料理の比
率が高いが，本郷地区では他に華道，茶道，手芸等が良
く行なわれ，これらは女性が一般に良く行なう種目であ
るが，小石川地区では華道，手芸等の比率は余り高くな
く，討論会，相談，珠算等が比較的良く行なわれ，地域
の相違が出ている。趣味・娯楽的活動では男子は2地区
ともほとんど似た活動の傾向を示し，女子も 2地区とも
似た活動の傾向を示している。男女の差では男子は囲
碁，将棋，マージャン，食事，飲酒等の活動が女子と異
なり多いのに対して，女子は芝居鑑賞が多く，又男子も
比較的行なっている散歩が女子において特に多いようで
ある。スポーツ活動については男子は体操，スケート，
水泳等，サッカ一等は地区とも共通して比較的良く行わ
れており，他に小石川地区において卓球，バレーボール
が行なわれ，本郷地区では小石川地区でも行なわれてい
るがスケートの比率が若干高いのが目立つ。女子は2地
区とも共通してスケート，水泳，パトミントンが比較的
良く行なわれ，他に小石川地区では体操が，本郷地区で
は美容体操，パスケット，ノミレーが目立つ。レジャー活
動については男子はハイキング，海水浴，旅行， ドライ
ブ，河・海釣りが共通して多く，他に小石川地区では山
登り，本郷地区ではボーリングが良く行なわれている。
女子ではハイキング，海水浴，旅行， ドライブが2地区
に共通して多く，他に小石川地区では山登りが目立つ。
この様にレジャー活動では比較的男女とも共通している
が，男女の相違より若干地域の相違が強い。
I 3 活動型タイプから見た地域の比較
活動については大きく①学習活動，②趣味・娯楽的活
動，③スポーツ活動，④レジャー活動の4種類に分けた
わけであるが，これらの4種目を各個人個人がどの様に
巾広く活動しているかを見るために，上記種類の活動の
それぞれの組合せを表 3ー（3ト①の様に考え， Aは4種
目全てを活動しているもの， Bは4種目のうちいずれか
3種目を活動しているもの， Cは4種目のうちいずれか
2種目を活動しているもの， Dは4種目のうちいずれか
1種目を活動しているものにタイプ分けし，それらのど
のタイプで活動する場合が最も多L、か等を見る。 2地区
の平均ではC, Dの2種目， l種目を活動する比率が多
く，共に約3割で，次いでB, Aの順である。又さらに
細かく見ると， 2種目で趣味・娯楽的活動とレジャー活
動を行なう人が多く， 1. 5割，次いで趣味・娯楽的活動
1種目のみ行なう人が 1.3割，次いで学習活動，趣味・
娯楽的活動， レジャー活動を行なう人が 1.2割，学習活
動のみの人が 1.1割の順で，又4種目全てを活動してい
る人も 1割L、るのは注目に値しよう。
階層別にこれを見ると学生階層に種目全てに活動して
いる人が多く， 4割弱を占めるのは注目に値しよう。こ
れらを図に示すと図 3ー（3）ー ①～②の様に示せる。
2地区について活動のタイプを見てみると，小石川地
区はCタイプが最も多く，次いでDタイプ， Bタイプが
ほぼ同比率， Aタイプの順で，本郷地区はDタイプが最
も多く， Cタイプ， Bタイプ， Aタイフ．の順である。こ
の種目数からいくと小石川地区が若干多様な活動の傾向
を持っていると言える。又更に細かく見ると小石川地区
では趣味・娯楽的活動レジヤ｛活動の2種目を行ってい
る人が最も多く，次いで趣味・娯楽的活動の l種目の
人，学習活動，趣味・娯楽的活動， レジャー活動の3種
目の人の順で，本郷地区では学習活動1種目を行ってい
る人が最も多く，次いで4種目全部を活動している人，
趣味・娯楽的活動とレジャー活動2種目の人の順で， 2 
地区で相違が見られる。
表 3ー（3）ー①活動型タイプ分類表ι空？： B c D A Bl I B2 I B3 I B4 c1 J c2 J c3 ¥ c4 ¥ c5 ¥ C6 Dl I 02 ¥ D3 ¥ D4 
学習活動 。。。。 。。。 。
趣味・娯楽活動 。。。 。。 。。 。
スポーツ活動 。。 。。 。 。 。 。
レジャー活動 。 。。。 。 。。 。
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図－3 (3）① 
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階 l主婦
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1学生
~I）「一一一一
一高校生
中学生
小学生
階層別に2地区を見ると，勤労者では小石川地区はC
タイプに4割が集中し，本郷地区では小石川地区ほど明
確な活動タイプへの集中は見られなし、。主婦勤労者では
本郷地区のAタイプへの集中が目立ち，小石川地区では
表3ー（4ト①年令別活動種目（上位2種目）
年 代 趣味・娯楽活動
20 代 ①映 画 ②飲 酒
30 代 ①食 事 ②散 歩
活動タイプの集中はあまり見られなし、。主婦では小石川
地区でDタイプが，本郷地区ではCタイプがそれぞれ多
くなっている。無職では小石川地区がBタイプ，本郷地
区がDタイプが多い。学生では小石川地区にAタイプの
人が約4割，本郷地区ではCタイプが5割で活動タイプ
への集中が目立ち，小石川地区の学生の活動種目数から
見た活発さが目立つ。高校生では小石川地区が Cタイ
プ，本郷地区にはDタイプが多L、。中学生は小石川地区
Dタイプ，本郷地区がBタイプで，活動の種目数から見
た本郷地区の活発さが見られ，小学生は小石川地区，本
郷地区のDタイプへの集中が目立ち，特に本郷地区で集
中している。以上の様に地区別に見た各階層別の活動の
仕方も地区では相違していると言えよう。
ll-4 年令階層別と活動内容
図3ー（4）ー①，②は小石川，本郷地区をそれぞれの余
暇活動を年令別に集計しその比率を求めたものである。
各年令層を通じて，趣味・娯楽活動が最も高く，学習活
動が次に高いが， 20代と50代ではレジャー活動が次に高
い。 50才代は社会的に安定した年令階層であることが，
又20才代は，家庭的，社会的にも最も自由に余暇時間を
使える立場にいることがその原因と考えられる。活動の
最も低いスポーツ活動については，年代が高くなるにつ
れて比率が下がる傾向が見られる。これは肉体的なおと
ろえが原因と考えられるが，成人を対象とするスポーツ
施設が少ないことも一要因である。成人のスポーツ施設
は今後の施設計画上一つの課題と云える。次に両地区の
違いをみると小石川地区が，ほぼ全年令階層を通じて趣
味・娯楽活動の比率が高い。小石川地区で趣味・娯楽活
動が最も多い階層は60才以上の7割弱であり，一方本郷
は， 40才代が最も高く， 60才以上の階層では， レジャー
活動にもかなり高い比率が見られる。これは両地区の所
得階層の違いがあらわれていると云えよう。次に年令階
層別活動種目の内容をみると表3-4 ①～④（但し学
習，スポーツ活動は例数が少なく，パラツキも多いので
省略〕，趣味・娯楽活動，レジャー活動とも，年令によ
（小石川地区）
レジ ャー活動
①旅 行 ②海水浴
①旅 行 ②海水浴
40 代 ①散 歩 ② 食スポー 事ツ観戦 ①旅 行 ② ドライブ
50 代 ①映 画 ②芝 居 ①旅 行 ② ドライブ
60代以上 ①芝 居ー ②食 事 ①旅 行
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ハイキング 2 8. 0 2 4. 4 7 12. 9 1 14. 2 3 18. 7 
il 登 り 2 8. 0 2 5.5 7 15. 5 8 14. 8 1 25. 0 1 6. ~ 
レ海 水 1谷 1 14. 2 3 12. 0 4 1. 1 @ 34. 2 3 6. 6 10 18. 5 ③ 42.6 ② 50.0 3 18. 7 
ミノ 旅 行 lilOO.O ② 40.0 1 14.2 ⑩ 40.0 ⑬ 38.8 ⑫ 34.2 ⑮ 35.5 ⑬ 24.0 1 14. 2 1 25. 0 ⑤ 31. 2 
ドラ イ フ 1 20. 0 1 28. 4 4 16.0 ~ 13. 8 7 20. 0 7 15. 5 11 20. 3 1 14. 2 2 12. E 
ヤ M・海釣 り r; 13. 3 1 2. 8 1 2. 2 2 2. 7 1 14. z 2 12. E 
コサp ノレ フ 1 20. 0② 28. 4 1 4. 0 4 1. 1 1 2. 8 1 2. 2 1 1. 8 
ボーリング 1 4. 0 1. 8 
そ の 他 1. 8 
｜人｜%人引人引人l何人引人｜刑判人｜%人的人%人I % メ口込 計（人） 1100. （） ι100引っi100. 0 ZS 100. 0 36 100. 0 3S 100. 0 45 100. 0 54100. 0 7100. 0 4 100. 0 16100. G 
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種目~I旬以上160～ω ！日～99150ー～。130～3912ト29119～22J 16～1;113～151 7～ 
音楽鑑賞 2 2 2 4.4 5 7. 5 7 7. 0 7 3.5 9 7.9 1 1 
芝居鑑賞 ⑤ 2 5 1. 1 5 7. 5 7 7. 0 6 7.3 4 43. 5 1 3. 7 
映画鑑賞 2 1⑩ 22.2 3 4.5 10 10. 0 ⑫ 14.6 ⑧ 17. 6 ⑥ 22. 21 2 
音楽演奏 1 2. 2 3 3. 0 3 3. 6 3 2. 6 
2 3 6. 6 2 3. 0 3 3. 0 1 1. 2 1 8 
味囲碁将棋 1 4 6. 0 7 7. 0 2 2.4 1 8121 7. 41 21 
マージャン 1 1 2 4.4 5 7. 5 5 5. 0 8 9. 7 5 4. 4 1 3. 7 
タ 〉／ ス 1 1. 5 1 1. 0 4 3. 5 
娯 ハーア イ 3 4.5 1 1. 0 2 2. 4 4 3. 5 3 1. 1 
楽 釣 堀 り 1 2. 2 3 4.5 1 1. 0 2 2. 4 1 8 ③ 
スポーツ観戦 1 2 1 3 6.6 7 10. 6 7 7. 0 4 4.8 8 7. 0 1 3. 7 
活 食 事 3 2 3 6.6 7 10. 6 ⑫ 12.0 9 10. 9 13 1. 5 3 1. 1 1 
動 喫 茶 1 1 2. 2 4 6. 0 10 10. 0 7 8. 5 12 10. 6 3 1. 1 
飲 酒 2 1 5 1. 1 3 4. 5 ⑫ 12.0 10 12. 1 10 8. 8 
散 歩 1 2 1 5 1. 1 ⑧ 12. 1 11 1. 0 8 9. 7 4 14. 8 
（ショッピング〉 2 3 6.6 4 6. 0 2 2. 0 1 1. 2 2 1. 7 
そ の 他 2 6. 0 1 1. 0 
人｜人｜オ人｜づ人｜オペマ人I:t＼人｜人｜ 人合 12 45100. 0 66100. 0 100 100. 0 82100. 0 113 100. 0 27100.。 g 
美容体操 1 1 
弓 道
体 操 2 2 5. 2 320. ( 
スケー ト 2 1 5.8 6 15. 7 2 2 13. 3 
ス 水 泳 ③ ③⑦ 41. 1 ⑩ 26.3 2 2④ 26.6 
ポ ライ プ ノレ 1 
ノミトミントン 2 5. 2 1 2 13. 3 
柔 道 1 2 
ツ 責リ 道
活 卓 球 1 2 1. 6 4 10. 5 1 1 1 6. E 
動 なぎなた
バスケット 3 7. 8 
バレーボール 2 5. 2 1 1 6.E 
サッ カー 2 5. 2 1 2 1 6.E 
そ の 他 1 1 7 41. 1 7 18. 4 2 1 1 6.E 
7件。。~1~［100~［ 人 人l口h‘ 計 3 10 15 
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表3一（4）ー④年令階層別活動種目 （本郷地区）
重石一一一三当70以上 60～69 56～59 50～55 40～49 30～39 23～29 19～22 16～18 13～15 7～12 
討 論 ぷz与" 
相 談 1 1 
待 A口、 せ 1 
講 義 1 
講 演 1 1 1 1 ② 
読 書 メI与玉 ② 2 1 ③ 
展 刀t メZ斗ミ 1 1 1 1 
見 A寸主4 ｛斗" 1 
員百 方し 1 
英 Z左三h三 815 1 1 
ρt主f4 
珠 算 1 
毛筆・省字 1 2 2 ④ ~ 
J、。、 ン営字 1 1 
習 簿 H己
勝手技術
速記技術 1 
i員 映写技術
写真技術 2 
電気技術 1 
洋 裁 1 ⑥ 2 1 1 
動 和 裁 1 1 1 3 1 1 
料 理 1 2 1 
華 道 1 2 3 1 
茶 道 ② 2 2 3 2 
家庭医学 1 
デザイ ン 2 2 
レタリング 1 1 
手 ：エ土全ミ' 1 1 4 ④ 
美 2 1 1 1 
演 2 
そ の 1 2 1 1 1 
一一一一
メ仁λ' 1 3 7 21 29 19 23 9 8 ・~
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年令 付…70以上 60～69 56～59 50～55 種目
音楽鑑賞 1 4 8.0 3 8.3 ⑥ 16.6 2 ④ ③ 
芝居鑑賞 ② ④ 1 ② 3 6.0 2 5.5 2 5.5 2 2 
映画鑑賞 1 1 ⑧ 16.0 2 5.5 3 8.3 ④ ④ ③ 1 
音楽演奏 2 3 ~ 
趣 民謡鑑賞 1 1 2 5. 5 
味 囲碁将棋
1 1 2 4.0 1 2.7 2 2 1 
マージャン 4 8.0 2 5.5 2 5.5 1 1 ． 91・ ン ス 2.0 2 5.5 2 5.5 1 
娯 ハーア イ 2 5.5 1 
楽 釣 堀 り 1 
3 6.0 1 2. 7 ~ ι 
スポーツ観戦 1 2 4.0 4 1. 1 3 8.3 2 1 2 1 
活 食 事 1 5 10.0 ⑤ 13.8 5 13. 8 2 1 1 1 
動 喫 茶 3 6.0 3 8.3 4 1. 1 2 1 
飲 酒 1 1 ② 6 12. 0 2 5.5 5 13. 8 
散 歩 1 1 1 7 14.0 4 1. 1 4 1. 1 2 3 1 
（ショッピング〕 1 2 4.0 1 2. 7 1 1 
そ の 他
Z口'>. 計 3 10 7 7 50 100. 0 36 100.。36 100.。22 9 11 
美容体操 2 1 1 9.0 
弓 道 1 
体 操 1 1 9.0 1 14. 2 1 
スケー ト 1 2 1 2 18.0 ② 28.4 1 
ス 水 泳 ③ ⑥ 1③ 27.0 ② 28.4 3 21. 4 ③ 
ポ ライ ブ ノレ 1 
パトミントン 1 9.0 1 14. 2 2 14. 2 
柔 道
ツ 寅U 道 1 14. 2 
活 卓 球
動 なぎなた
パスケット 1 1 9.0 
3 21. 4 1 
バレーボール 1 1 
1 7. 1 
サ ツカ，ー 1 
そ の 他 1 2 1 2 18. 0 ⑤ 35.7 CT 
／ 
メ口込 判ぷj1叫 100九｜ 1C 
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m 5 活動種目の年度による変化
余暇活動において，活動種目の選び方に変化がおこる
のは，年令の差，男女の差，その他さまざまな社会的条
件によって変わってくると考えられる。この項では回答
者の今年の活動種目が，昨年以前（3年間）のそれとい
かに変化したか，それが男女別，地域別に見るとどうい
う傾向にあるのかを考える。図3-5ー ①で見られるよ
うに，活動種目が昨年以前と今年で全部違った種目に変
図3-(5）① 活動種目の年度による変化
化した人が全体で6割強もあり，余暇活動種目に変化が
ないと答えた人が1割程度で大部分は，昨年以前と違っ
た活動を行っている。これを地区別に見ると，小石川地
区で全部変化した人が7割弱で本郷地区よりも活動種目
に変化のある人が多い。さらにまったく活動種目に変化
がない人の割合を見ても本郷地区の方が小石川地区より
も多L、。本郷地区にはいつも同じ活動種目を活動する人
が多く，小石川地区との地域差が見られる。これを男女
別にみると，全体に女性の方が変化する人が多く， （図
全部同ヒ
全部｜司じ
く全体〉
図 3ー（5）② 男女別地区別活動f亜日の年度による変化
全部l司じ
男 女
図3-(5）ー③ 男女別地区別活動種目の年度による変化
全部［ujじ 全部l司ヒ
小石川地区 本郷地区
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3一（5）②）それは又余暇活動がまったく変化しない人
の割合においても男性よりも女性の方が少なく，両地区
とも女性の方が変化の度合が多L、。これは女性の方が，
男性よりも社会的，年令的，家庭的な要素に影響されや
すいためで、あろう。同地区内での男性差に比らべて，地
域別による相違の方が大きし、。 （図3 (5）ー ③）これは
余暇活動における活動種目の変化は男女別による違いよ
りもむしろ地域的な違いによる傾向が大きいといえよ
う。
III-6 活動頻度
図3 (6）ー①は，これまで調べてきた活動種目にその
頻度を加えて階層別に表わしたものである。活動者全員
の1種目あたり活動者1人平均頻度をみると，小石川地
区が6.2回／月， 本郷地区7.5／回／月であり，本郷地区の
方が，頻度多く活動していることが云える。さらに前項
(3), (4）で考察した結果から，本郷地区の方が小石川地区
よりも，ある程度固定した活動種目を頻度高く活動する
傾向にあると云える。次に活動種類（学習， 趣味・娯
楽，スポー ツ， レジャー活動）の中で，最も頻度が高い
ものは小石川地区で学習活動の 10.1回／月で，スポーツ
図 3 (6）①活動級！主別活動H.11
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高校生 ？ え ')18. 
中学生 )9.3 I 1.6 
小学生 " d〆 ' 小石川地区
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、＼矧E階財＼之 1頻度（回／月）｜頻度（い•］／月）｜頻度（州／Jill 頻度（川／JJ)
6.0’ 
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活動がこれに続く，本郷地区では，スポーツ活動（1.2 
回／月〉，学習活動の順で両地区とも学習，スポーツ活動
が高い。活動者数では高い割合を占めた趣味・娯楽活
動， レジャー活動が活動頻度でみれば低L、。これは，学
習，スポーツ活動に比して一時的，偶然的な活動形態が
多いためであろう。
階層別にみると，勤労者階層では両地区とも全活動領
域にほぼ同じ頻度で活動している。主婦・勤労者は，す
べての活動種類において主婦のそれよりも高く，岡地区
とも活発に活動している。又，活動種類で主婦・勤労者
の活動頻度の高いものは，小石川地区が学習活動，スポ
ーツ活動，本郷地区が趣味・娯楽活動で地域の相違があ
る。これは両地区の交通利便の相異からくるものと思わ
れる。主婦階層では，両地区とも全般に活動頻度が低
い。無職階層では両地区とも主婦同様活動頻度がやや高
いのは，地理的に盛り場（後楽園付辺）へ近いというこ
とも原因すると思われる。学生階層では，前項（1）ですで
に活動領域の広さを述べたが，活動頻度では，主婦階層
と同程度で低く，学生の余暇活動は広くても浅い傾向と
云える。高校，中学，小学生階層では両地区ともスポー
ツ活動種目数と見合って非常に活発に活動している。
